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広島市現代美術館は、1989 年、公⽴館では国内初の現代美術を専⾨とする美術館として、
広島市の中央部に位置する緑豊かな⽐治⼭公園内に開館した。「第⼆次世界⼤戦以降の現代
美術の流れを⽰すのに重要な作品」、「ヒロシマと現代美術の関連を⽰す作品」、「将来性ある
若⼿作家の優れた作品」の３つの⽅針に沿って作品を収集し、多様な様相を⽰す現代美術の
動向を紹介する展覧会を実施してきた。とりわけ「ヒロシマと現代美術の関連を⽰す作品」
は、被爆の記憶をもつ⼟地で活動する当館の性格を特徴付ける⽅針である。 

⿊川紀章が建築設計を⼿がけた美術館の建物は、広島を代表するポストモダン建築とし
て知られている。開館から 3０年あまりが過ぎ施設の⽼朽化が進んだため、2020 年 12 ⽉か
らは改修⼯事のため休館し、美術館として必要な基本的機能の回復を図るとともに、バリア
フリー化の推進、展⽰機能の強化や多⽬的スペースの増築を進めながら、2023 年 3 ⽉に予
定されているリニューアルオープンに向け準備を⾏っている。 

美術館の施設を使⽤できない休館中は、⽐治⼭公園に近いアパートの⼀室に分室を開設
して展⽰と情報発信を⾏うほか、広島市内の施設と連携したコレクション作品展⽰、学校で
の作品展⽰とワークショップの実施、幅広い世代に向けたまちなかでのワークショップの
開催など、まちに繰り出して継続的に活動している。今回は当館のこれらの休館中アウトリ
ーチ活動の事例を中⼼に当館と都市との関わりについて紹介する。 
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